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い
ず
し
他
菓
子
新
製
品
も
続
々
販
売

　
中
井
英
策
商
店
と
お
客
様
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
聞

別
区
の
ア
ク
セ
ス
札
幌
で
開
催

さ
れ
る
物
産
イ
ベ
ン
ト
「
バ
イ

ヤ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
北
海
道
二

〇
一
八
」
に
初
出
店
す
る
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
北
海
道

新
聞
社
が
主
催
し
て
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
北
海
道
内

各
地
の
物
産
品
が
一
同
に
会
し

て
、
初
日
と
二
日
目
が
商
取
引

を
メ
イ
ン
に
し
た
バ
イ
ヤ
ー
商

談
会
、
週
末
の
土
日
が
一
般
消

費
者
を
対
象
と
し
た
ユ
ー
ザ
ー

デ
イ
と
し
、
市
販
を
行
う
イ
ベ

ン
ト
。

　
当
社
は
、
初
め
て
の
出
店
と

な
る
が
、
い
ず
し
の
他
に
当
社

製
造
の
魚
醤
や
昆
布
製
品
、
パ

イ
菓
子
な
ど
を
展
示
、
ユ
ー

　
当
社
珂
中
井
英
策
商
店
は
、

毎
年
夏
恒
例
と
な
っ
た
道
内
各

地
で
の
夏
イ
ベ
ン
ト
に
今
年
も

出
店
参
加
す
る
事
が
決
ま
っ
た
。

　
夏
フ
ェ
ス
第
一
弾
は
、
七
月

十
九
日
か
ら
四
日
間
札
幌
市
厚

会　場催事名催事イベント開催日程

アクセスサッッポロ
（札幌市厚別区流通センター）

バイヤーズマーケット7 月 19 日（木）～ 22 日（日）

帯広競馬場
（帯広市西 13 条南 9 丁目）

帯広BBマーケット8 月 18日（土）～ 19 日（日）

江別とんでんファーム前広場

（江別市元野幌 968-5）
すこやか物産展8 月 25日（土）～ 26 日（日）

今年出店予定の夏フェスイベント

ザ
ー
デ
イ
で
は
お
得
な
格
安

販
売
を
実
施
す
る
計
画
だ
。

　
一
方
、
八
月
に
は
二
回
の

夏
イ
ベ
ン
ト
に
今
年
は
出
店

す
る
予
定
だ
。

　
お
盆
明
け
の
八
月
十
八
、

十
九
の
週
末
土
日
に
は
、
帯

広
市
内
の
帯
広
競
馬
場
で
行

わ
れ
る
物
産
市
「
帯
広
バ
ン

バ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
出
店

す
る
の
に
続
い
て
、
翌
週
の

土
日
八
月
二
十
五
、
二
十
六

日
に
は
昨
年
か
ら
出
店
し
て

い
る
江
別
市
内
の
ト
ン
デ
ン

フ
ァ
ー
ム
さ
ん
で
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
「
す
こ
や
か
フ
ェ

ア
」
に
二
日
間
出
店
す
る
予

定
だ
。

　
当
社
珂
中
井
英
策
商
店
は
、
こ
の
ほ
ど
所

管
の
室
蘭
保
健
所
か
ら
、
食
品
衛
生
管
理
基

準
を
定
め
た
H
A
C
C
P
（
通
称
・
ハ
セ
ッ

プ
）
の
最
高
評
価
A
評
価
を
取
得
し
た
。

　
食
品
工
場
な
ど
の
衛
生
基
準
の
ハ
セ
ッ
プ

取
得
は
近
く
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
る
の
を

前
に
当
社
で
は
、
早
々
に
所
管
す
る
室
蘭
保

健
所
の
指
導
の
下
、
今
回
の
評
価
取
得
に
こ

ぎ
着
け
た
。

衛
生
基
準当

社
い
ず
し
製
造
工
場

お祭り出店今年も参加します
（写真は過去の夏フェス出店風景）
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か
つ
て
は
資
源
の
枯
渇
か
ら

「
幻
の
高
級
魚
」と
呼
ば
れ
た
の
が

マ
ツ
カ
ワ
、
別
名
タ
カ
ノ
ハ
な
ど

と
も
呼
ば
れ
る
鰈
だ
が
、
こ
こ
数

年
は
道
主
導
に
よ
る
稚
魚
放
流
事

業
な
ど
の
資
源
回
復
施
策
も
功
を

奏
し
て
、
漁
獲
量
も
順
調
な
伸
び

を
続
け
て
い
る
。

　
今
年
も
、
初
夏
を
迎
え
マ
ツ
カ

ワ
漁
は
去
年
並
に
順
調
ぶ
り
を
見

せ
て
お
り
、
安
定
し
た
漁
獲
量
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
社
中

当
社

王
鰈
い
ず
し
も
仕
込
み
始
ま
る

井
英
策
商
店
で
も
こ
の
マ
ツ
カ
ワ

を
使
っ
た
飯
寿
司
「
王
鰈
ず
し
」

（
マ
ツ
カ
ワ
い
ず
し
）の
仕
込
み
を

開
始
し
た
。

　
元
々
は
こ
の
マ
ツ
カ
ワ
、
東
京

銀
座
の
一
流
料
理
店
な
ど
で
振
る

舞
わ
れ
る
な
ど
の
高
級
素
材
だ
が
、

知
る
人
ぞ
知
る
魚
で
あ
り
、
一
般

的
な
馴
染
み
が
あ
る
魚
で
は
な

か
っ
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
、

注
目
度
が
一
気
に
高
ま
っ
て
い
る
。

お祭り広場でブース出店

着物イベント参加の当社及川代表

味
の
特
徴
は
、
白
身
の
上
品
な
味

わ
い
で
、
身
だ
け
で
な
く
エ
ン
ガ

ワ
が
美
味
し
い
と
い
う
フ
ァ
ン
も

多
い
。
北
海
道
で
は
噴
火
湾
や
太

平
洋
沿
岸
で
水
揚
げ
が
増
え
て
い

る
。

　
今
年
は
当
社
で
も
、
こ
の
マ
ツ

カ
ワ
の
い
ず
し
を
昨
年
を
二
割
以

上
上
回
る
数
量
の
仕
込
み
を
行
う

計
画
で
、
期
待
の
フ
ァ
ン
に
応
え

る
方
針
だ
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
道
産
品
の
海
外
輸

出
拡
大
を
後
押
し
す
る
道
の
主
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、
経
済
発
展
著
し
い
東
南
ア

ジ
ア
の
中
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
二
月

二
日
か
ら
四
日
ま
で
の
三
日
間
が
同
市
内

の
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
パ
ブ
リ

カ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
セ
ン
タ
ー
広

場
で
一
般
消
費
者
対
象
の
販
売
フ
ェ
ア
を

行
い
、
最
終
日
の
五
日
は
会
場
を
同
市
内

中
心
部
の
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
ビ
ル
の
一
角
に

移
し
て
の
商
談
会
が
行
わ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
始
ま
っ
た
北
海
道
フ
ェ
ア
、

現
地
の
通
貨
で
あ
る
「
リ
ン
ギ
ッ
ト
」（
日

本
円
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
）
の
扱
い
に
戸
惑

い
な
が
ら
、
ま
ず
驚
い
た
の
が
現
地
の

方
々
の
日
本
、
そ
し
て
北
海
道
に
対
す
る

好
意
感
が
肌
で
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
の
親
日

国
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
。
特
に「
北
海
道
」

に
対
し
て
は
憧
れ
が
強
く
、
北
海
道
で
作

ら
れ
て
い
る
商
品
に
対
し
て
の
興
味
が
非

常
に
深
い
印
象
を
受
け
た
。
公
用
語
は
マ

レ
ー
語
だ
が
、
一
般
的
に
は
英
語
が
主
体
、

お
客
様
の
質
問
に
、
粗
末
な
英
語
で
必
死

に
答
え
る
私
が
い
た
。

　
当
社
は
、
こ
の
フ
ェ
ア
で
は
、
物
流
の

問
題
も
あ
っ
て
主
力
商
品
の
飯
寿
司
は

持
っ
て
行
か
ず
、
昆
布
の
お
ち
ょ
こ
や
キ

ン
キ
の
魚
醤
、
菓
子
類
な
ど
を
販
売
し
た

が
、
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
ナ
ン
プ
ラ
ー

が
有
名
な
魚
醤
消
費
国
タ
イ
の
隣
国
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
当
社
の
き
ん
き
の
魚
醤

「
き
ん
き
の
露
」
が
好
評
で
、
持
参
し
た
魚

醤
完
売
と
な
っ
た
。（
次
号
に
続
く
）

　
当
社
と
し
て
も
、
私
個
人
と
し
て
も
初

め
て
の
マ
レ
ー
シ
ア
で
、「
一
体
ど
ん
な

国
な
ん
だ
ろ
う
？
」「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
七
割

と
い
う
国
民
は
ど
ん
な
感
じ
？
」
と
興
味

半
分
、
不
安
半
分
だ
っ
た
が
、
実
際
行
っ

て
み
る
と
、
空
港
か
ら
日
本
や
先
進
国
と

何
ら
変
わ
り
の
な
い
、
綺
麗
な
近
代
的
な

施
設
が
立
ち
並
ぶ
都
市
で
、
当
初
の
イ

メ
ー
ジ
は
す
っ
か
り
消
え
去
っ
た
。

　
空
港
か
ら
タ
ク
シ
ー
を
走
ら
せ
る
こ
と

約
五
〇
分
、
フ
ェ
ア
の
会
場
と
な
る
パ
ブ

リ
カ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
到
着
し
た
。

そ
こ
は
も
う
、
想
像
を
超
え
る
巨
大

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
夜
遅
く
ま
で

人
々
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。

　
現
地
の
天
候
と
気
温
は
、
結
論
か
ら
言

う
と
思
っ
た
ほ
ど
蒸
し
暑
く
は
無
く
、
気

温
三
二
度
と
は
言
い
な
が
ら
、
意
外
と
過

ご
し
易
く
、
二
月
だ
か
ら
か
、
日
陰
に
入

る
と
む
し
ろ
爽
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る

と
い
っ
た
初
夏
の
北
海
道
と
言
っ
た
天
候

が
続
い
た
の
も
好
印
象
の
一
つ
だ
っ
た
。

　
当
社
珂
中
井
英
策
商
店
は
、
今
年

二
月
、
道
主
催
の
海
外
イ
ベ
ン
ト
、

東
南
ア
ジ
ア
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
「
北

海
道
フ
ェ
ア
」
に
初
参
加
、
マ
レ
ー

シ
ア
の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で

初
め
て
行
っ
た
物
産
展
と
商
談
会
で

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
回
と
次
回
の
二
回
に
分
け
て
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
模
様

を
お
伝
え
し
ま
す
。

当
社
魚
醤
に「
美
味
し
い
」と
好
反
応

道
主
催
北
海
道
フ
ェ
ア
を
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
催

マ
レ
ー
シ
ア
で
初
催
事
に
挑
戦

当社マツカワいずし
「王鰈ずし」
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　車内を見ると、それまでの喧騒から打って変って、乗客もまばら、静かな車内に
変わっていた。
　そして、陸前白沢から熊ヶ根駅の間には、マニアの間では超有名らしい名物鉄橋
「熊ヶ根鉄橋」が見えてきた ( らしい )。そんなことは露知らず、私は近づいている
「山寺」のことばかり気になっていて、すっかり車窓からの景色をただボーっと眺め
ていただけで、思わず「あああ、失敗した」と心の中で叫んでいた。
　そして、電車は「おもしろやま高原」という面白い駅名の駅を過ぎ、そして念願
の「山寺」へ到着、躊躇することなく途中下車した。
　さすがに、山寺駅前は観光地の風情、情緒ある旅館やお食事処、土産店などが並
ぶが、規模は小さく、喧騒もそれほどではない。やがて歩いて10分ほどで山寺「登
山口」へ到着。「待てよ・・・登山口？」さすがに、山寺、普通のお寺ではない。

思い出旅日記唄鉄道編
　私、中井英策商店社長の及川昌弘が書
き綴る好評？を頂いております (という
噂の )思い出鉄道旅日記の4回目は、前
回に続いて東北編です。
　実は私の実の父親 (既に故人 )は岩手
県、まだ健在の母親は山形県生まれで、
その間に生まれた私は純粋な東北人の
血を引いております。
　そんな訳でもないですが、今回も東北、
杜の都仙台から隣県山形県の県庁所在
地、山形を結ぶ路線距離五八・〇キロ、
所要時間およそ一時間半の比較的短い
路線ですが、私が旅をして印象に強く
残っている鉄道旅でしたので、ご紹介し
たいと思います。
　私がこの路線に乗ったのは比較的最
近で、六年程前の丁度三月の終わり。
　商談会に参加した仙台を離れ、翌日は
山形県の日本海側の町、酒田市に向かう
ために乗った路線で、後から聞いた話で
は「仙台から酒田に向かうには、バスが
早くて安い」とのこと、知らずに迷わず
鉄道に乗り込んだ私は、およそ八時間の
鉄道の旅をすることになった。
　それでも、楽しみだったのは初めて行
くあの有名な「山寺」、ここに行くために
この仙山線に乗り込んだと言っても過
言ではなかった。
　午前八時十五分仙台発の快速山形行
の電車に乗り込んだ。さすがに平日の
この時間、中高生や大学生などの通学生
が多く乗り込んできた。そして出発、さ
すがに東北最大の政令指定都市仙台は
大都会、しかし綺麗な街並みは洗練され
ていて私は大好きな街並みだ。やがて、
電車は山道にさしかかり、郊外へ、大学
生が大勢乗り降りしてきた。見ると「東
北福祉大前」の駅。
　そして電車は、それまでの都会の街並みか
ら一気にローカルな雰囲気へ様変わりする。
「愛子」駅を過ぎると、正に東北の田園風景が
車窓に広がるのどかなムードになってきた。

中井英策商店社長の及川昌弘です

大
都
会
か
ら
一
転
里
山
へ
・・・
仙
山
線（
宮
城
〜
山
形
県
）

JR仙山線

山寺頂上から眺めるJR 仙山線（中央）

　登りたいのだが、次の電車まであと三
〇分弱ではさすがに戻って来れないと判
断、「次回は必ず上るぞ」と誓い、涙の撤
退となった。
　ちなみに、この山寺、正式には「宝珠山
立石寺」といい、西暦八六〇年清和天皇の
勅願によって慈覚大師が開いた天台宗の
お寺とのこと。(ちなみにあれから六年、
私はまだこの山寺に登ってません）
　折角なので、松尾芭蕉がここで詠んだ
という「閑さや、岩にしみ入る蝉の声」と
いう一句が記されたハンカチをお土産に
購入して再び電車に乗り込んだ。
　次の停車駅は「高瀬」ここは、後にスタ
ジオジブリの映画「おもひでぽろぽろ」の
舞台となったところらしい。
　やがて電車は、山間部を抜けて山形盆
地へ入って行く。ここまで来ると、目立
つのは果樹園の看板だ。「サクランボ狩り
出来ます」などの看板が見えてくる。
　山形と言えば果物、「そう言えばおふく
ろの山形の親せきから良くサクランボや
柿、梨などの果物が送られてきたな
あ・・・」と思いでにふけりながら、やが
て電車は山形県の県庁所在地山形駅に滑
り込んだ。
　折角だから駅前位の空気を吸いたいな
あ、と思ったが夕方までには酒田に到着
しなければならない。直ぐに乗り換えの
新庄行の普通列車に乗り込んだ。
　山形県と秋田県の県境に位置する酒田
市への鉄道旅は、まだまだ長いとはこの
時初めて知ったのです。やがてお尻と腰
が痛くなって来ますが、この時はまだそ
んなこと知る由もなった・・・。
　この続きは、次回にお伝えします。
　ところで私の母親(しつこいようですが、
84歳まだ元気です )は、ここから向かう

目的地、山形県酒田市の隣町、遊佐町の出身で、今
でも沢山の果物が獲れるのどかな町です。そんな
美味しいレポートも次回でお届けします。

仙台

山形県 宮城県

山形

山寺駅

山寺駅ホームにて
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我
が
国
唯
一
の
寿
し
文
化
研
究

博
士
で
、
当
社
顧
問
の
日
比
野
光

敏
先
生
の
新
し
い
著
書
「
日
本
す

し
紀
行
―
巻
き
ず
し
と
稲
荷
と
助

六
と
ー
」
が
こ
の
ほ
ど
旭
屋
出
版

か
ら
出
版
さ
れ
た
。

　
日
比
野
先
生
は
、
当
社
お
よ
び

当
社
主
宰
の
「
い
ず
し
食
文
化
を

つ
な
ぐ
会
」
の
顧
問
を
務
め
ら
れ

て
い
る
我
が
国
唯
一
の
寿
し
研
究

博
士
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の

著
書
を
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
今

回
の
新
刊
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
日
本
各
地
の
巻
き
ず
し
と
稲

荷
ず
し
の
歴
史
や
そ
れ
に
ま
つ
わ

る
地
域
文
化
な
ど
を
紹
介
す
る
本

で
、
Ｂ
５
版
2
5
0
ペ
ー
ジ
に
わ

た
っ
て
い
る
。

　
日
比
野
先
生
は
著
書
の
中
で

「
巻
き
ず
し
と
稲
荷
は
私
の
専
門

外
で
特
別
な
研
究
を
し
て
こ
な

か
っ
た
が
、
い
つ
か
は
誰
か
が
す

る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
に
誰

も
発
表
す
る
気
配
が
無
い
。
な
ら

ば
私
が
ま
と
め
よ
う
・
・
・
と
言

う
こ
と
に
な
っ
た
」
と
語
っ
て
い

る
。

　
定
価
本
体
二
八
〇
〇
円
＋
税
。

　
当
社
珂
中
井
英
策
商
店
は
、
当

社
人
気
の
魚
醤
「
き
ん
き
の
露
」

で
味
付
け
し
た
、
深
み
の
あ
る
独

特
な
味
わ
い
が
特
徴
の
か
り
ん
と

う
「
き
ん
き
の
か
り
ん
と
う
」
を

新
発
売
し
た
。

　
こ
の
商
品
は
、
当
社
が
製
造
す

る
魚
醤
シ
リ
ー
ズ「
き
ん
き
の
露
」

の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、

　
昨
年
、
当
社
が
設
立
致
し
ま
し
た
任
意
団
体
「
い
ず
し
食
文
化
を
つ

な
ぐ
会
」
の
初
年
度
が
間
も
な
く
終
わ
り
、
二
年
目
に
入
ら
せ
て
頂
く

時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
初
年
度
は
、
お
陰
様
を
持
ち
ま
し
て
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
初
の

イ
ベ
ン
ト
「
い
ず
し
大
試
食
懇
親
会
」
を
始
め
、
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
会
員
様
始
め
、
多
く
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
二
年
目
の
今
年
で
す
が
、
昨
年
大
き
な
事
業
を
相
次
い
で

行
っ
た
事
も
あ
り
、
事
業
継
続
の
予
算
が
枯
渇
す
る
事
態
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
会
の
活
動
は
今
年
は
充
電
期
間
と
さ
せ
て
頂
き
、
新
た

に
来
年
に
向
け
て
更
に
飛
躍
す
る
為
の
準
備
期
間
と
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
は
会
の
活
動
は
お
休
み
さ
せ
て
頂
き
、
会

費
等
の
ご
請
求
も
お
休
み
さ
せ
て
頂
く
事
と
致
し
ま
し
た
。
何
卒
、
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
様
、
お
得
意
先
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
い
ず
し
食
文
化
を
つ
な
ぐ
会
　
代
表
　
及
川
昌
弘

様
々
な
分
野
の
新
製
品
を
生
み
出

し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ
商
品
で
、
去

年
春
に
発
売
以
来
爆
発
的
な
人
気

を
誇
っ
て
い
る
「
き
ん
き
の
お
か

き
」
に
次
ぐ
、
き
ん
き
の
魚
醤
を

使
っ
て
味
付
け
し
た
お
菓
子
シ

リ
ー
ズ
の
第
二
弾
。

　
黒
糖
風
味
を
ベ
ー
ス
の
か
り
ん

と
う
に
、
当
社
の
魚
醤
「
き
ん
き

の
露
」
で
偐
甘
い
だ
け
じ
ゃ
な
い

偈
独
特
の
味
わ
い
に
味
付
ら
れ
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
か
り
ん
と
う
で
、
可

愛
ら
し
い
カ
ッ
プ
に
入
っ
た
容
器

も
ユ
ニ
ー
ク
。
小
売
価
格
は
税
込

み
二
八
〇
円
で
、
当
社
通
販
の
ほ

か
、
道
内
有
名
お
土
産
店
で
の
販

売
も
開
始
し
た
。

今
年
度
は
充
電
期
間
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

　
当
社
珂
中
井
英
策
商
店
は
、
当
社
菓
子
部
門
の
ヒ
ッ

ト
商
品
「
大
人
の
ビ
ー
フ
パ
イ
」
と
ホ
タ
テ
を
使
っ
た

パ
イ
「
ス
キ
ャ
ロ
ッ
プ
（
ホ
タ
テ
）
パ
イ
」
の
６
枚
入

り
の
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
を
新
発
売
し
た
。

　
こ
の
商
品
は
、
消
費
者
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
「
自

家
消
費
用
の
お
手
頃
サ
イ
ズ
が
欲
し
い
」
と
の
声
に
応

え
た
も
の
で
、
ヒ
ッ
ト
商
品
の
「
大
人
の
ビ
ー
フ
パ
イ
」

が
従
来
の
箱
入
り
サ
イ
ズ
の
半
分
６
枚
が
入
っ
た

「
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
」
と
、
ス
キ
ャ
ロ
ッ
プ
（
ホ
タ
テ
）
パ

イ
の
、
プ
レ
ー
ン
、
ト
マ
ト
サ
ラ
ダ
味
、
和
風
カ
レ
ー

味
の
三
種
類
が
各
２
枚

づ
つ
、
合
計
６
枚
が

入
っ
た
「
ア
ソ
ー
ト
タ

イ
プ
」
を
発
売
し
た
。

　
価
格
は
、
大
人
の

ビ
ー
フ
パ
イ
・
ハ
ー
フ

サ
イ
ズ
が
税
込
六
〇
〇

円
、
ス
キ
ャ
ロ
ッ
プ

（
ホ
タ
テ
）
パ
イ
・
ア

ソ
ー
ト
タ
イ
プ
が
、
税

込
み
五
五
〇
円
。

い
ず
し
文
化

つ
な

ぐ

会

新
製
品
・
新
企
画
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ご
案
内

6 枚入りハーフ
パック 発 売
大人気のビーフパイ、ホタテパイ

キ
ン
キ
の偐
か
り
ん
と
う
做新
登
場

キ
ン
キ
の
魚
醤
で
味
付
け
シ
リ
ー
ズ

当社顧問で我が国唯一のすし研究博士
日比野光敏先生

「日本すし紀行巻きずし
と稲荷と助六」発刊

写
真
右
横
が
日
比
野
光
敏

先
生
、
写
真
上
が
日
比
野

先
生
の
新
著
書


